
。



。

　

余
市
町
の
歴
史
は
北
海
道
の
日
本
海
沿
岸
の
市
町
村

と
同
様
、
ニ
シ
ン
漁
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
と
く
に
余

市
町
は
江
戸
時
代
か
ら
ニ
シ
ン
の
千
石
場
所
と
し
て
栄

え
て
き
た
町
で
あ
る
。

　

先
住
民
の
漁
場
ユ
ナ
イ
の
コ
タ
ン（
湯
内
・
現
余
市
町

豊
浜
）に
、初
め
て
和
人
が
漁
場
を
開
い
た
の
は
十
八
世

紀
末
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
、
ア
イ
ヌ
は
熊
や
鹿
を
追

い
、渚
で
漁
を
す
る
生
活
で
あ
っ
た
が
、和
人
と
の
交
易

で
得
ら
れ
る
品
が
必
要
と
な
り
、
蝦
夷
地
の
産
物
を
生

活
必
需
以
上
の
漁
猟
に
よ
り
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
和
人
自
ら
が
漁
場
に
入
っ
て
来
る
に
従
い
、

ア
イ
ヌ
は
漁
場
で
雇
わ
れ
使
役
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

記
録
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
は
岸
辺
に
来
た
ニ
シ
ン
を
タ

モ
網
で
す
く
っ
た
と
あ
り
、
押
し
寄
せ
る
ニ
シ
ン
を
と

る
の
は
容
易
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
、
初
代
竹
屋
林
長
左
エ
門

が
漁
場
を
請
負
う
こ
と
に
よ
り
、
道
南
か
ら
の
入
稼
ぎ

漁
夫
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

ニ
シ
ン
漁
は
漁
網
の
改
良
に
よ
り
、
笊
網
が
使
用
さ

れ
、
十
九
世
紀
中
頃
、
行
成
網
の
導
入
に
よ
っ
て
網
漁

法
が
大
き
く
変
わ
る
。
そ
の
後
明
治
二
十
年
代
に
入
り

角
網
の
導
入
に
よ
っ
て
、
漁
獲
量
が
増
加
し
、
各
地
に

お
い
て
漁
家
が
経
済
力
を
つ
け
、
宏
壮
な
ニ
シ
ン
番
屋

が
日
本
海
沿
岸
各
地
に
建
ち
並
ぶ
。

　

い
ま
、
江
差
追
分
節
と
な
ら
び
全
国
で
愛
唱
さ
れ
る

ソ
ー
ラ
ン
節
は
、
こ
の
ニ
シ
ン
漁
と
と
も
に
生
ま
れ

育
っ
た
作
業
唄
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ニ
シ
ン
漁
は
漁
夫
の
大
量
動
員

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、毎
年
東
北
方
面（
青
森
・

秋
田
・
岩
手
）
か
ら
「
や
ん
衆
」
と
呼
ば
れ
る
漁
夫
が

来
道
し
た
後
、
三
月
彼
岸
の
中
日
を
前
後
し
て
一
斉
に

網
入
れ
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

気
合
い
を
掛
け
る
船
頭
の
合
図
は
人
に
よ
っ
て
違
う

が
、
大
声
で
「
起
せ
」
ま
た
は
「
ノ
タ
ッ
」
と
い
う
声

に
よ
り
網
の
口
が
閉
め
ら
れ
、
起
し
船
で
待
機
し
て
い

た
漁
夫
が
網
を
起
し
は
じ
め
る
。

　

そ
し
て
、
ニ
シ
ン
を
揚
げ
る
に
は
大
き
な
タ
モ
で
枠

船
か
ら
汲
む
た
め
、
皆
で
気
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
出
来

な
い
作
業
だ
っ
た
。

　

大
タ
モ
に
ニ
シ
ン
を
入
れ
る
こ
の
作
業
は
、
重
く
て

大
変
な
仕
事
で
あ
る
た
め
、漁
夫
数
人
が
「
や
し
ゃ
鉤
」

（
木
の
股
を
形
に
残
し
た
二
・
三
尺
の
鉤
）
を
持
っ
て

網
に
引
っ
か
け
て
引
き
上
げ
る
。
こ
の
時
力
を
合
わ
せ

る
仕
事
の
拍
子
を
と
る
た
め
に
唄
わ
れ
た
の
が
ソ
ー
ラ

ン
節
で
あ
る
。

　

こ
の
唄
に
は
出
船
の
と
き
に
唄
う
「
船
コ
ギ
音
頭
」

（
帰
船
の
と
き
に
も
唄
う
）、
大
き
な
網
に
入
っ
た
ニ
シ

ン
を
だ
ん
だ
ん
手
繰
り
な
が
ら
狭
め
て
、
汲
み
出
し
を

良
く
す
る
た
め
に
網
を
起
こ
し
て
い
く
と
き
に
唄
う

「
キ
ヤ
リ
音
頭
」
、
網
に
ニ
シ
ン
の
大
群
が
乗
っ
て
起

こ
し
き
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
威
勢
を
つ
け
る
た
め
に

唄
う
「
ソ
ー
ラ
ン
音
頭
」
、
網
を
上
げ
て
か
ら
そ
の
網

に
つ
い
た
数
の
子
を
打
ち
落
と
す
と
き
に
唄
う
「
子
タ

タ
キ
音
頭
」
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
作
業
唄
を
総
称
し
た
も
の
が
、
い
わ

ゆ
る
沖
揚
げ
音
頭
だ
が
、
発
祥
に
つ
い
て
は
こ
れ
と

い
っ
た
文
献
は
な
い
。
が
、
津
軽
方
面
の
漁
網
の
掛
け

声
「
ソ
ー
ラ
ン
、
ソ
ー
ラ
ン
」
あ
る
い
は
南
部
の
「
荷

上
げ
木
遣
り
唄
」
な
ど
数
多
く
の
作
業
唄
が
、
本
州
各

地
か
ら
来
道
し
た
「
や
ん
衆
」
た
ち
に
よ
っ
て
持
ち
こ

ま
れ
、
い
つ
の
ま
に
か
ニ
シ
ン
場
の
中
で
一
つ
の
物
に

形
づ
く
ら
れ
た
の
が
ソ
ー
ラ
ン
節
の
発
祥
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ソ
ー
ラ
ン
節
は
ニ
シ
ン
漁
労
と
と
も
に

生
ま
れ
育
て
ら
れ
、
北
海
の
怒
濤
と
闘
う
漁
夫
の
汗
か

ら
に
じ
み
出
た
労
働
歌
で
あ
る
。
寒
風
と
波
し
ぶ
き
、

そ
こ
に
踊
る
銀
鱗
、
北
国
に
住
む
者
の
み
が
知
る
力
強

さ
を
表
現
す
る
こ
の
ソ
ー
ラ
ン
節
は
、
往
年
の
ニ
シ
ン

漁
労
を
後
世
に
伝
え

る
べ
く
唄
い
つ
が
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

現
在
は
、
ソ
ー
ラ

ン
節
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
発
足
し
た

「
正
調
ソ
ー
ラ
ン
沖

揚
げ
音
頭
保
存
会
」

と
、
こ
の
ニ
シ
ン
漁

労
を
太
鼓
に
よ
っ
て

情
景
豊
か
に
表
現
す

る
「
北
海
ソ
ー
ラ
ン

太
鼓
保
存
会
」
が
、

ソ
ー
ラ
ン
節
の
文
化

継
承
を
目
的
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ｈ29. 3. 5,000





大　人　300円　　小　人　100円

大　人　240円　　小　人　 80円（団体は20名様以上）

共通入場券



殉 節 碑

　

戊
辰
戦
争
の
戦
後
処
理
の
な
か
、
新

政
府
は
会
津
藩
に
責
任
を
取
ら
せ
よ
う

と
し
ま
し
た
。
会
津
藩
家
老
の
一
人
で

あ
っ
た
萱
野
権
兵
衛
は
、
自
ら
進
ん
で

責
任
者
の
ひ
と
り
と
し
て
名
乗
り
出
る

こ
と
で
、
会
津
藩
な
ら
び
に
主
君
に
代

わ
っ
て
、
切
腹
し
ま
し
た
。
北
海
道
に

移
住
し
た
会
津
藩
士
た
ち
も
「
我
ら
賊

臣
に
あ
ら
ず
、
一
藩
な
ら
び
に
藩
主
に

代
わ
っ
て
渡
道
し
た
」
と
い
う
一
貫
し

た
信
念
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
萱
野
権

兵
衛
の
殉
節
碑
を
余
市
に
も
建
て
よ
う

と
い
う
声
が
挙
が
り
、
没
後
六
十
八
年

の
昭
和
十
二
年
に
黒
川
、
山
田
村
に
入

植
し
た
旧
会
津
藩
関
係
者
に
よ
り
建
立

し
ま
し
た
。

　

開
村
記
念
碑
は
旧
会
津
藩
士
団
ら

に
よ
る
黒
川
村
と
山
田
村
へ
の
入
植

五
十
年
を
記
念
し
て
、
大
正
九
年
に

建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
お
金

で
二
千
円
が
投
じ
ら
れ
た
も
の
で
し

た
。
戊
辰
戦
争
で
、
新
政
府
軍
に
敗

れ
た
会
津
藩
士
た
ち
は
、
東
京
な
ど

で
謹
慎
生
活
を
送
っ
た
の
ち
、
明
治

二
年
に
北
海
道
へ
向
け
海
路
出
発
、
紆
余
曲
折を
経
て
同
四
年
春
か
ら
余
市
へ
の
入

植
が
始
ま
り
ま
し
た
。
石
碑
背
面
に
は
、
明
治
の
初
め
、
巨
木
が
生
い
茂
り
、
熊
が

吼
え
、
狐
や
兎
の
住
処
で
あ
っ
た
大
地
に
「
共
存
自
治
ノ
精
神
」
を
も
っ
て
入
植
し

た
こ
と
、
入
植
か
ら
五
十
年
の
節
目
に
当
た
る
年
に
碑
を
建
立
し
て
、
後
世
に
「
不

朽
」
に
伝
え
よ
う
と
す
る
決
意
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
石
碑
が
あ
る
付
近
は
、
旧
藩
士
団
幹
部
の
住
宅
や
教
学
所
、
共
同
浴
場
な

ど
が
建
て
ら
れ
て
い
た
場
所
で
、
通
り
は
「
侍
小
路
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
余
市
川
両
岸
の
未
開
地
が
切
り
拓
か
れ
ま
し
た
。

　

余
市
町
内
の
出
雲
神
社
境
内
に
は
「
郭
公

万
祢
久
何
麦
の
む
ら
尾
花
」
と
い
う
芭
蕉
の

句
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
句
は
「
芭
蕉
俳
句
集
」
に
よ
る
と
百

三
十
一
番
目
の
句
に
あ
た
り
、
延
宝
九
年
芭

蕉
三
十
八
歳
の
作
で
あ
り
ま
す
。
明
治
二
十

三
年
三
月
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
余
市
町
に

現
存
す
る
句
碑
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で

す
が
、
建
立
者
の
余
市
松
柏
神
社
が
な
ぜ
こ

の
句
を
選
ん
だ
か
は
、
当
時
出
雲
神
社
境
内

一
帯
の
丘
を
「
郭
公
の
丘
」
と
呼
び
、
神
社

で
句
座
を
開
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
揮
毫
は
俳
諧
結
社
「
教
林
盟
社
」

社
長
で
も
あ
っ
た
、
書
家
・
小
野
素
水
に
請

う
て
い
ま
す
。
北
海
道
内
に
は
芭
蕉
句
碑

は
、
函
館
、
松
前
、
江
差
、
小
樽
、
余
市
な

ど
合
わ
せ
て
七
基
が
現
存
し
ま
す
。
昭
和
五

十
五
年
、
余
市
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
っ
て

文
筆
活
動
を
続
け
、
日
本
近
代
文
学
史
上
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
文
豪
幸
田
露
伴
は
、

明
治
十
七
年
夏
、
東
京
芝
汐
留
の
電
信
修
技

学
校
を
卒
業
後
、
築
地
の
中
央
電
信
局
で
実

務
に
従
っ
た
あ
と
、
一
九
歳
の
時
に
、
明
治

十
八
年
七
月
、
判
任
官
・
十
等
技
手
と
し
て

余
市
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　

余
市
で
は
北
国
の
風
物
に
触
れ
「
余
市
春

望
」
「
余
市
八
勝
」
な
ど
の
漢
詩
を
詠
ん
で

い
ま
す
が
、
明
治
二
十
年
八
月
二
十
五
日
、

官
を
捨
て
徒
歩
で
東
京
に
向
か
い
ま
す
。
そ

の
時
の
記
録
に
「
突
貫
紀
行
」
が
あ
り
ま
す
。

句
碑
に
は
こ
の
露
伴
の
足
跡
を
記
念
し
、
昭

和
三
十
年
に
余
市
郷
土
研
究
会
が
建
立
し
ま

し
た
。
露
伴
の
勤
務
地
近
く
に
建
て
ら
れ
た

碑
に
は
「
塩
鮭
の
あ
幾
と
風
ふ
く
寒
さ
か
な
」

の
句
が
刻
ま
れ
、
昭
和
三
十
一
年
余
市
町
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

開村記念碑
■
旧
会
津
藩
士
の
面
影
を
偲
ぶ

■
旧
会
津
藩
士
の
面
影
を
偲
ぶ



■国指定文化財　５件

■北海道指定文化財　２件

■余市町指定文化財　３４件

     昭28. 11. 14 昭和25年に発見され、仮装人物・舟・魚等をかたどった刻画があり、考古学
 記念物史跡 フゴッペ洞窟 余市町栄町35番地外 余市町  
     昭61. ５ . 26 上貴重

  旧下ヨイチ運上家 余市町入舟町10番地 余市町 昭46. 12. 28 

 記念物史跡 旧下ヨイチ運上家 余市町入舟町10番地 余市町 昭48. ７ . 31 

 記念物史跡 旧余市福原漁場 余市町浜中町150番地外 余市町

 記念物史跡 大谷地 余市町登町64番地外 余市町 平12. 11. 20 日本海側の数少ない貝塚として貴重

嘉永6（1853）年の改築といわれ、松前藩が設けた運上屋の中で現存する
唯一のもの。近世北海道の歴史、また幕藩体制下のエゾ地経営を知るうえ
で貴重な遺構。
敷地内は、全盛期の池庭等の旧状をよく残している。

昭57. ２ . 12
昭59. ８ . 29
昭62. 12. 25

明治から昭和初期の北海道漁業の歴史を知る生きた資料。
ニシン漁最盛期の遺構の内で主屋、文書庫、米、味噌倉、石蔵、網倉、便所、
物置まで残っているのは大変少ないものである。

有形文化財
建　造　物
重要文化財



　今から126年前、余市の山田村にリンゴが実りま

した。

　余市で初めて実ったリンゴは最初、19号、49号

と番号で呼ばれたアメリカ産の品種でした。1872

年（明治５年）、北海道開拓使はアメリカミシガン

州からリンゴ、西洋なし、ぶどうなどの果樹の苗を

輸入し、七飯開墾場（官

園）で育てた後、同８年に

札幌、有珠、余市など道内

各地に苗木が無償で配布さ

れました。余市へは同８年

に500本が各戸に配布さ

れましたが、それらを受け

取った人たちはあまり関心

を示さなかったといいます。

　４年後の同12年には、

会津藩士であった赤羽源八

宅と金子安蔵宅の庭先のリ

ンゴが遂に実りました。赤

羽宅からは19号６個が、

同じく金子宅から49号７

個が収穫されました。

　翌年もリンゴは結実し、

『余市小史』によると１本の木から50㎏弱ほども収

穫できるようになり、札幌で開催された農業博覧会

に出品され好評を博しました。リンゴ１貫目（3.75

㎏）で白米４升ほどのよい値段で取引されたリンゴ

栽培は徐々に軌道に乗り出しました。

　リンゴの名前は19号が「緋の衣」、49号が「国光」

と名付けられました。「緋の衣」は幕末に京都守護

職となった会津藩主、容保公が孝明天皇から頂いた

「緋の御衣」（緋色の布）にちなんだものでした。

　容保公は朝廷の伝統的な権威をかかげて弱くなって

いた幕府の再強化をはかる公武合体運動を進め、孝

明天皇もそれに賛成の立場をとっており、「緋の御衣

」の赤い色は天皇への忠誠の証であり、会津藩士の

誇りの色といえるものでし

た。

　しかし、戊辰戦争に敗れ

た会津藩は一転、逆賊の烙

印を押され、江戸での謹慎

をへて200戸余りの藩士

団と家族らは開拓のため、

北海道（オタルナイ）に上

陸します。当初は樺太移住

が予定されていましたが変

更となり、移住先が決まら

ないまま１年半もの間オタ

ルナイに滞在を余儀なくさ

れます。

　その後、開拓次官黒田清

隆の力によって余市への入

植が決まり、開墾が始まり

ましたが慣れない作業に苦難の連続でした。明治４

年の入植から８年後に実ったリンゴの赤い色に、

「緋の御衣」を重ねた入植者達の胸中に去来したの

はどんな思いだったのでしょうか。

▲余市リンゴのラベル

　赤い屋根と石造りの工場や貯蔵庫のたたずまいが、

スコットランドの古城を憶わせるニッカウヰスキー

余市蒸溜所。この工場は1934年（昭和９年）に建

設され、1936年（昭和11年）にウイスキー製造を開

始しました。

　創始者である竹鶴政孝は1918年（大正７年）、

25歳のときにウイスキーの製造法を学ぶため、第一

次世界大戦の最中に単身スコットランドに渡りまし

た。「スコットランド魂」といわれるウイス

キーの蒸留法は秘伝であり門外不出でした

が、日本でウイスキーを製造するという政

孝の情熱が受け入れられ、その技術を習得

していくのでした。そんな高い志を抱きな

がらも政孝は孤独でした。彼の留学生活を

支えたのは、厳格なスコットランドの家庭

に育った感受性豊かな心優しいリタでした。

やがて二人は周囲の反対にあいながら、困

難を乗り越えて1920年（大正9年）の春、

登記所で届け出だけの結婚をしました。

　そして「良いウイスキーは良い自然がつ

くる」という信念のもと、品質と伝統的な

ウイスキーづくりを求め、たどり着いたのが余市で

した。積丹半島の海、オゾンに満ちた冷涼な空気、

水量豊かな清流、この余市こそ良質のウイスキーを生

み出す自然の恵みに溢れた理想郷だったのです。ウイ

スキー博物館は、無色透明であるウイスキーが樽で

の熟成により、美しい琥珀色になる過程や政孝とリ

タ夫人の国境を越えた愛の軌跡を紹介しています。
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